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⑥ 斎 戒 明 け の が カー ( 浄 財 ) 


@ 斎 戒 明け の ザ カ ー に 潜む 英知 : 


ラマ ダー ン 月 を サウ ム ( 斎 戒 ) し た 者 が その 間 に 犯 し た 戯言 や 低俗 な 言動 へ の 罪滅ぼし 
と 、 イ ー ド の 日 に 貧者 が 物 人 多い を する こと な く 富 裕 な 者 と 共に 喜び を 分 か ち 合 える よう に 
と いう 意味 か ら 、 ア ッ ラ ー は 斎 戒 明け の ザ カ ー を 定め られ まし た 。 
































イブ ン ・ ア ッ パ ー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 戯言 や 低俗 な 言動 に 対す る 罪滅ぼし と 、 貧 者 へ の 食べ 
物 の 施し ゆえ に 齋 戒 明け の ザ カ ー を 定め まし た 。 そ れ を (イー ド の ) サラ ー ( 札 拝 ) 前 に 
施せ ば ( 斎 戒 有 明け の ザ カ ー と し て ) 受け 入れ られ ます が 、 そ の 後に 施せ ば ( 斎 形 明け の ザ 
の 6 な S ) つの サジ ( 作 吉 の 放し と が る の で すす (デグー バグ プー ウ ー ド とら イ ツン 
マー ジャ の 伝承 り 






































@⑯ 齋 式 明け の ザ カ ー の 法 的 位置 づけ : 





上 





斎 天 明け の ザ カ ー は 以下 の 条件 が 全て 当て は まる 者 に 義務 付け られ ます 。 

















性 別 や 成人 し て いる か どう か 、 あ る い は 自由 民 か 奴隷 か の 別 を 問わ ず 、 ム スリ ム で 
あ 交 こと 

ヨ ら と 上 自ら が 扶養 義務 を 有する ムスリム (も し いる の な ら ば ) に 対し て 必要 最低 限 
の 食物 を 有 し て いる こと 。 

1 サー アゲ 2 の 食物 を 所 有 し て いる こと 。 

























































































また 胎児 の 分 も 拠出 する こと が 推奨 され て いま す 。 











@ 斎 玉 有 明け の ザ カ ー が 義務 付け られ る の は いつ か ? 











ラマ ダー ン 最 後 の 日 の 日 没 と 同時 に 、 各 個人 に 義務 付け られ ます 。 
も し 一 家 の 長 が 自分 の 家族 の 許可 を 得 た 後に 彼ら の 分 を 代行 し て 拠出 すれ ば 、 そ れ で 彼 
ら の 義務 は 果たさ れ た こと に な り 、 か つ 彼 は その こと に よる 報奨 を 得る で し ょ う 。 





















































@ 斎 戒 明け の ザ カ ー を 支払 わな けれ ば な ら な い の は いつ か ? 





1 良好 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1609)、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1827)。 文章 は アブ 
ー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 

2 訳者 注 : サー ア は マデ ィ ー ナ の 計 草 単位 の 1 つ で 、 果 実 や 種子 穀物 類 な ど に 用 いら れ ま す 。1 サー ア 
は 約 2.4kg に 相当 し ます 。 

















下 




















イー ド ・ ア ル テ フ ィ ト ッ ゥ ル の 日 の 始ま り - つま り 西 麻 的 感覚 か ら 言う と 、 ラ マダ ー ン 最 
後 の 日 の 日 没後 - か ら 、 イ ー ド の サラ ー の 前 まで で す 。 最善 の 時 間 は イー ド の 日 、 イ ー ド 
の サラ ー の 前 まで に 拠出 する こと で し ょ 25。 



























































尚 イ ー ド の 日 に 1 日 、 あ る い は 2 日 ほど 先駆 け て 斎 戒 明け の ザ カ ー を 支払 うこ と も 可能 
GE 











また イー ド の サラ ー の 後に 施し た 斎 基 上 明け の ザ カ ー は 単なる 任意 の サダ カ (施し ) と 見 
な され 、 そ うし た 者 は 正当 な 理由 が な い 限 り 罪 を 犯し た こと に な り ま す 。 ま た 正当 な 理由 
な し に その 支払 い を イー ド の 日 以降 に まで 遅らせ た 者 も 、 同 様 で す 。 

但し 支払 い の 遅 延 に 何ら か の 正当 な 理由 が ある 場合 は それ を 後に 支払 いま す が 、 罪 は あ 
り ま せん 。 
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@ 齋 式 明け の ザ カ ー の 定量 : 














小 実 や 大 麦 、 ナ ツメ ヤシ の 実 で 半 し 区 共 、 チ ー ズ や 米 。、 とうもろこし な ど 、 そ の 土地 で 
主食 と 見 な され て いる 種類 の 食物 か ら 拠 出し ます が 、 貧 者 に と っ て 最も 有益 な も の が 】 
6 be 二 の 。 
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その 量 は 1 人 に つき 1 サー ア 、 つ まり 約 2.4kg で す 。 

ザ カ ー が 義務 付け られ た その 土地 の 貧者 に 施す よう に し 、 食 物 の 代わ り に その 価値 に 相 
当 する 金品 な ど で 支 払っ て は な り ま せん 。 ま た それ を 受給 する こと に お いて 最 優先 され る 
の は 、 貧 者 や 困 徐 者 で す 。 



















































































イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は ムスリム 男女 の 奴隷 と 自由 民 、 成 人 し て いる 者 と そう 
で な い 者 に 、 齋 戒 明 け の ザ カ ー と し て 1 サー ア の ナツ メ ヤ シ の 実 か 1 サー ア の 大 麦 (の 施 
し ) を 義務 付け まし た 。 そ し て それ を 、 人 々 が サラ ー へ と 出かけ る 前 に 支払 うこ と を 命じ 
た の で す 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 3 






























































3 サビ ーッ ィ ア ループ ハー ザー (503)。 サ ビープ ・ み スリ ム (984) (986) 文理 は デル テーブ プス ハー リー の 
も の 。 
2 


